
京
都
で
育
ま
れ
て
き
た

日
本
の
伝
統
と
文
化

■各講座申込 3,000円（1回）　■全講座申込 15,000円（全13回）
※いずれも書籍代含む「京都で育まれてきた 日本の伝統と文化」京都新聞出版センター刊

受講料（会場・オンライン）

■プレイガイドでお申し込みをする場合
　イープラス（ファミリーマート）、チケットぴあ（セブン-イレブン）
　［Pコード／各講座申込：646260、全講座申込：993120］

◆各講座申込：各講座の4日前　◆全講座申込：4月16日㈮締切

（注）・定員に達し次第受付終了。ただし、定員に余裕のある場合は、随時受け付けます。・本講座は京都芸術大学の講座として開講しますので、学生も受講します。

※おかけ間違いにご注意ください。

■申込に関するお問い合わせ

京都新聞COM「京都学講座」係 TEL.075-241-6172
■講義に関するお問い合わせ

京都芸術大学プロジェクト担当 TEL.075-791-8763

申
込
方
法

開
講

京
都
芸
術
大
学

開
学
３０
周
年
記
念

協　力 文化庁 地域文化創生本部

京都芸術大学 舞台芸術研究センター

主　催 共　催

尾池 和夫松山 大耕 長谷川 英文

小山 薫堂 小西 将清多紀 頴忍中村 宗哲本多 和夫片山 九郎右衛門

彬子女王殿下 佐野 藤右衛門 千 玄室 井上 八千代

1200年の
悠久の歴史の中で
育まれてきた
京都の伝統・文化を学び、
継承するために。
京都芸術大学では、

2021年度の「京都学」講座を

京都市、京都新聞との共催により開講、

市民受講生の募集も行います。

京都芸術大学 春秋座会   場 350人（各回）定   員4月20日㈫～7月20日㈫
13：30～14：50（80分講義）

日    時 全13回

受講生を募集しています

毎週火曜日

■郵便はがきでお申し込みをする場合
郵便番号、住所、氏名、年齢（グループの場合は全員）、連絡先（電話番号）、
申込内容（受講希望日または全講座申込）を明記し、
〒604-8567（住所不要） 京都新聞COM「京都学講座」係まで

◆各講座申込：各講座の10営業日前　◆全講座申込：4月6日㈫必着締切

■専用応募フォーム（オンライン受講のみ受付）でお申し込みをする場合
　申し込み・詳細は右記QRコードから

◆感染拡大防止の政府のガイドライン等の対策に加え、空間除菌装置(器)の
使用など、独自の対策を徹底し、安全で安心な劇場づくりに努めております。

春秋座 独自の新型コロナウイルス感染拡大防止対策

PC、タブレット、スマホからオンラインで受講可能です。
※受講料の入金確認後、書籍は郵送でお届けします。
※開講当日に「Ｚoom」での同時配信となります。
　受講用URLはメールにてお送りいたします。

オンライン受講の場合は、右記QRコード
（専用応募フォーム）からお申し込みください。

LIVE



※おかけ間違いにご注意ください。

■申込に関するお問い合わせ

京都新聞COM「京都学講座」係 TEL.075-241-6172
■講義に関するお問い合わせ

京都芸術大学プロジェクト担当 TEL.075-791-8763

1
9
7
8
年
京
都
市
生
ま
れ
。2
0
0
7
年
よ
り
現

職
。09
年「
政
府
観
光
庁
V
i
s
i
t 

J
a
p
a
n 

大
使
」、 

11
年
京
都
市「
京
都
観
光
お
も
て
な
し
大

使
」に
任
命
さ
れ
る
。
14
年
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム（
ダ

ボ
ス
会
議
）出
席
等
、国
境
や
宗
教
の
垣
根
を
越
え
活

動
中
。 松

山 

大
耕

妙
心
寺
退
蔵
院 

副
住
職

6月8日

観
世
流
能
楽
師
片
山
幽
雪（
九
世
片
山
九
郎
右
衛

門
・
人
間
国
宝
）の
長
女
。祖
母 

井
上
愛
子（
四
世
井

上
八
千
代
・
人
間
国
宝
）に
師
事
。2
0
0
0
年
五
世

井
上
八
千
代
を
襲
名
。日
本
芸
術
院
会
員
、重
要
無

形
文
化
財
各
個
指
定（
人
間
国
宝
）保
持
者
。

井
上 

八
千
代

京
舞
井
上
流
五
世
家
元

4月27日

1
9
2
8
年
京
都
生
ま
れ
。天
保
3（
1
8
3
2
）年

創
業
の
植
木
職「
植
藤
」の
当
主
と
し
て
、16
代
目
佐

野
藤
右
衛
門
を
襲
名
。桂
離
宮
、修
学
院
離
宮
の
整

備
や
京
都
迎
賓
館
の
作
庭
の
他
、パ
リ
の
ユ
ネ
ス
コ
本

部
を
始
め
各
国
の
日
本
庭
園
の
施
工
を
手
掛
け
る
。

『
京
の
桜
』な
ど
桜
に
関
す
る
著
書
多
数
。

佐
野 

藤
右
衛
門

植
藤
造
園
16
代
当
主

5月18日

大
学
で
神
道
学
を
学
び
、１
９
７
５
年
に
平
安
神
宮

に
入
る
。２
０
１
５
年
に
権
宮
司
に
就
き
、18
年
に

宮
司
に
就
任
。平
安
神
宮
の
動
植
物
の
素
晴
ら
し
さ

を
多
く
の
方
に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
に
努
力
。特
に
庭

園
の
池
の
環
境
改
善
に
取
り
組
み
、最
近
は
見
か
け

る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
イ
チ
モ
ン
ジ
タ
ナ
ゴ
の
繁
殖
に

尽
力
。 本

多 

和
夫

平
安
神
宮 

宮
司

7月6日

片
山
幽
雪（
九
世
片
山
九
郎
右
衛
門
）の
長
男
。

2
0
1
1
年
十
世
片
山
九
郎
右
衛
門
を
襲
名
。姉
は

京
舞
井
上
流
五
世
家
元
井
上
八
千
代
。片
山
定
期
能

楽
会
を
主
宰
。全
国
で
の
公
演
に
出
演
の
他
、海
外

公
演
に
も
積
極
的
に
参
加
。重
要
無
形
文
化
財
総
合

指
定
保
持
者
。国
民
文
化
祭
・
京
都
2
0
1
1
の
開
・

閉
会
式
舞
台
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。

片
山 

九
郎
右
衛
門

観
世
流
能
楽
師

7月13日

国
際
的
な
視
野
で
茶
道
文
化
の
浸
透
と
世
界
平
和

を
願
い
各
国
を
歴
訪
。外
務
省
参
与
、ユ
ネ
ス
コ
親
善

大
使
、日
本
・
国
連
親
善
大
使
な
ど
の
公
職
・
役
職
を

持
つ
。文
化
勲
章
、レ
ジ
オ
ン
・
ド
ヌ
ー
ル
勲
章
コ
マ
ン

ド
ゥ
ー
ル（
フ
ラ
ン
ス
）な
ど
各
国
よ
り
多
数
受
章
。

京
都
市
・
ホ
ノ
ル
ル
市
名
誉
市
民
な
ど
国
内
外
の

多
く
の
名
誉
市
民
を
受
け
る
。

千 

玄
室

裏
千
家
15
代
・
前
家
元

5月11日

大
原
三
千
院
の
塔
頭
・
浄
蓮
華
院
の
住
職
、大
原
東
部

の
寺
院
群
は
昔
か
ら「
魚
山
大
原
寺
」と
総
称
さ
れ
る
。

天
台
声
明
を
今
に
伝
え
る
第
一
人
者
。宗
教
音
楽
で

邦
楽
の
原
点
と
も
い
わ
れ
る
声
明
の
勉
強
会「
魚
山
塾
」

を
主
宰
、超
宗
派
の
僧
侶
が
在
籍
す
る
。仏
教
と
と
も
に

日
本
に
伝
わ
り
、口
伝
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
声
明
の

研
究
・
伝
承
に
尽
力
し
て
い
る
。

多
紀 

頴
忍

天
台
宗 

浄
蓮
華
院
住
職

6月22日

千
家
が
指
定
し
た
千
家
十
職
の
塗
師
。父
三
代
諏
訪
蘇

山
・
母
十
二
代
中
村
宗
哲
の
次
女
。祖
父
十
一
代
・
母
十

二
代
宗
哲
に
師
事
。2
0
0
6
年
10
月
家
元
へ
出
仕
。

塗
師
十
三
代
中
村
宗
哲
を
襲
名
。各
地
に
て
個
展
等
に

出
品
。先
代
と
は
じ
め
た「
哲
公
房
」で
は
伝
統
を
ふ
ま

え
現
代
の
つ
ど
い
と
く
ら
し
に
美
し
い
漆
器
を
提
供
。

中
村 

宗
哲

千
家
十
職 

塗
師
十
三
代

6月29日

寬
仁
親
王
殿
下
の
第
一
女
子
と
し
て
誕
生
。学

習
院
大
学
を
卒
業
後
、オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大

学
マ
ー
ト
ン
・
コ
レ
ッ
ジ
に
留
学
。日
本
美
術
を

専
攻
し
、女
性
皇
族
と
し
て
史
上
初
と
な
る
博

士
号
を
取
得
。 

子
ど
も
た
ち
に
日
本
文
化
を

伝
え
る
た
め
、 

一
般
社
団
法
人「
心
游
舎
」を
創

設
し
、全
国
各
地
で
活
動
を
続
け
て
い
る
。

彬
子
女
王
殿
下

5月25日

放
送
作
家
・
脚
本
家
。日
本
大
学
藝
術
学
部
在
学
中
に

放
送
作
家
と
し
て
活
動
開
始
。多
く
の
テ
レ
ビ
番
組
の

企
画
・
構
成
、脚
本
を
手
掛
け
、『
料
理
の
鉄
人
』『
ト
リ
セ

ツ
』や
映
画『
お
く
り
び
と
』で
は
、国
内
外
で
高
い
評
価

を
受
け
各
賞
受
賞
。エ
ッ
セ
イ
、作
詞
な
ど
幅
広
く
活
動

す
る
。下
鴨
茶
寮
主
人
、京
都
館
館
長
、2
0
2
5
年

大
阪
万
博
エ
リ
ア
フ
ォ
ー
カ
ス
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。

小
山 

薫
堂

京
都
芸
術
大
学
副
学
長

7月20日

1
9
4
0
年
東
京
生
ま
れ
。京
都
大
学
理
学
部
卒

業
。第
24
代
京
都
大
学
総
長
。2
0
0
8
年
か
ら
日

本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
委
員
長
。
13
年
4
月
か
ら
京

都
芸
術
大
学
学
長（
現
職
）。著
書
に
、「
日
本
列
島
の

巨
大
地
震（
岩
波
科
学
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）」、「
日
本
の

ジ
オ
パ
ー
ク（
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
）」な
ど
。

尾
池 
和
夫

京
都
芸
術
大
学 

学
長

4月20日

京
都
で
育
ま
れ
て
き
た

日
本
の
伝
統
と
文
化

定
価 

2,
2
0
0
円

A
5
判
、オ
ー
ル
カ
ラ
ー
、約
2
6
0
頁
、並
製
本

京
都
新
聞
出
版
セ
ン
タ
ー
刊
0
7
5（
2
4
1
）6
1
9
2 

発
売 

全
国
書
店
に
て
発
売
中

書
籍
情
報

京
都
の
地
で
創
業
享
保
7（
1
7
2
2
）年
以
来

3
0
0
年
余
り
に
渡
り
、宮
中
の
饗
宴
の
際
に
食
さ
れ

る
儀
式
料
理
で
あ
る
有
職
料
理
や
京
料
理
を
今
に
伝
え

る
。平
安
中
期
よ
り
続
く「
瑞
祥
」と
い
う
め
で
た
い
形
を

表
す
厳
粛
な
儀
式
で
あ
る「
式
庖
丁
」の
生
間（
い
か
ま
）

流
を
継
承
す
る
生
間
流
30
代
家
元（
生
間
正
保
）。

小
西 

将
清

萬
亀
楼
10
代
目
当
主

6月15日

1
9
4
5
年
京
都
市
生
ま
れ
。生
家
が
代
々
大
文
字

送
り
火
の
点
火
に
携
わ
り
、大
文
字
保
存
会
会
員
と

し
て
約
60
年
の
永
き
に
渡
り
尽
力
、92
年
か
ら
保
存

会
役
員（
理
事
・
理
事
長
）。2
0
1
9
年
か
ら
京
都

五
山
送
り
火
連
合
会
々
長
に
就
任
。自
然
環
境
や
景

観
の
保
全
の
活
動
に
も
参
加
。鞍
馬
の
火
祭
り
な
ど

の
伝
統
行
事
の
継
承
に
も
携
わ
る
。

長
谷
川 

英
文

京
都
五
山
送
り
火
連
合
会
々
長

6月1日

﹇ 
講
　
師 

﹈   

門
川 

大
作 

／ 

井
上 

八
千
代

中
村 
翠
嵐 

／ 

住
井 

啓
子 

／ 

千 

玄
室

坂
口 
博
翁 

／ 

森
口 

邦
彦 

／ 

川
塚 

錦
造

増
田 
德
兵
衞
／
園
部 

晋
吾
／
藤
舎 

名
生

山
口 

富
蔵 
／ 
笹
岡 

隆
甫      （
講
義
順
）

﹇ 

監
　
修 

﹈ 
大
野
木 
啓
人

2
0
1
9
年
度「
京
都
学
」講
座
に
お
け
る
菊
水
鉾

保
存
会
囃
子
方
、及
び
藤
舎
名
生
氏
の
演
奏
を
特
別

配
信
し
て
い
ま
す（
本
書
内
Q
R
コ
ー
ド
等
か
ら
）。

1200年の悠久の歴史の中で育まれてきた京都の伝統・文化を学び、継承していくために、
各界でご活躍の皆様を講師にお招きし、「京都で育まれてきた日本の伝統と文化」をテーマに、「京都」の魅力を語っていただきます。


